
 

 
 

JUNBA 理事会（第 158 回）議事要旨 

 

日時：2022 年 1 月 27 日（木）16：00-17：00 

場所：JSPS サンフランシスコ研究連絡センター内会議室（オンライン） 

参加者：名古屋大（神山、岡田）、大阪大（North、東澤）、桜美林大（丸山）、奈良先端科学技

術大学院大（三宅）、東京理科大（熊谷）、Institute of Quantum BioFrontiers（千田）、在サンフ

ランシスコ日本国総領事館（黒川）、事務局（田宮、太田、岡田、西村） 

 

１．第 157 回 JUNBA 理事会議事要旨承認【資料 1】 

事務局より、前回の JUNBA 理事会の議事要旨について報告があり、承認された。 

 

 

２．議事 

【 審議事項 】 

 

（１） JUNBA 新規個人会員の入会承認【資料２】 

資料２の通り、JUNBA 個人会員への新規入会申し込みがあり、JUNBA 会則に基づき入会

が承認された。事務局より、速やかに当該個人への入会承認の連絡をするとともに、

JUNBA の活動概要等についてもメールで説明することになった。 

 

 

（２） 2022 年度の JUNBA の活動について【資料３】 

資料 3 に基づき、2022 年度の JUNBA の活動の候補について議論された。各自で活動案を

考え、2 月の理事会で詳細を議論することになった。 

 

本理事会で挙がった意見等は以下の通りである。 

・今年度行った勉強会以外であれば、NAFSA や ACTFL 等のイベントへのブース出展、海外

拠点を設置したい日本の大学向けの説明会等が考えられる。 

・今年度行った 2回の勉強会は、日本の各大学の参加者からも好評だったため、来年度も

第 3回、4 回と継続しても良いのではないか。 

・既存会員にとっても有意義で、かつ新規会員を獲得できる機会にもなるため、勉強会の継

続は良いのではないか。 

・新規会員を勧誘するにあたり、JSPS が日本国内で行っている（参加している）イベントがあ

る場合、その横に JUNBA のブースを出展するのはどうか。JUNBA を知らない大学関係者

は多いため、シンポジウムや学会等で紹介できれば、新規会員の獲得に繋がると考えられ

る。日本在住の JUNBA 理事が中心となって計画を進めることができると思われる。 



 

・JUNBA 会員がウェビナーのスピーカーになり、キャリアパスや米国でのインターンシップの

見つけ方等について講演してもらうのはどうか。 

 

これに関連し、例年、12 月中旬頃に次年度の予算案を JSPS 本部に提出するため、11 月

前後には 2023 年度の JUNBA 活動計画を検討し始める必要があることが確認された。 

 

 

【 報告事項 】 

 

（１） 各拠点の令和 3年度の活動計画【資料４】 

資料４に基づき、更新のあった大阪大及び JSPS から活動計画の説明があった。 

今後はサンフランシスコ日本国総領事館からの情報共有事項も記載することになった。 

 

 

（２） その他 

・3 月 12 日よりサマータイムが施行されるため、理事会の開始時刻の検討を行った。3 月以

降は以下の通り理事会を行うことになった。 

米国西海岸時間：16 時 00 分～ 

米国東海岸時間：19 時 00 分～ 

日本時間：翌 8時 00 分～ 

 

・これまで理事会の資料は理事会参加者にのみ送付し、議事要旨を JUNBA ウェブサイトで

公開していたが、他会員にも JUNBA の活動の詳細を共有するため、今後はメールで全会

員に資料を送付することになった。なお、理事会資料に個人情報が含まれる場合は、該当

部分を削除した上で送付する。 

 

・JUNBA の会長を神山会長から三宅理事に交代する方向で検討をしている。既に三宅理事

の所属大学にも相談をしているところである。詳細は来月の理事会で議論する予定。 

 

・黒川領事より、情報共有として以下について発言があった。 

① 日本の水際対策に関し、在米の日本研究者等から、留学生の日本受入を求める「嘆願

書」が先日提出された。東京に対し、米国の教育現場の状況を伝えているが、日本でも

感染者数が増加しているため、現時点で、入国再開の見通しはまだ立っていない。 

② 日米の大学間交流への悪影響について、何か情報・問題があれば、随時、共有頂きた

い（※カリフォルニア大学各校は、渡日の状況の見通しが立たないため、今夏に加え

て、秋・冬も日本を渡航先とする留学プログラムを中止した。今後、他の当地大学でも、

そのような動きになってしまうことを危惧）。また、このような状況下で、今後どのように

学生・研究者交流を継続していくか、何か良いアイデアがあれば共有頂きたい（昨年は

この時期に、総領事館、早稲田大学及び大阪大学でオンライン留学説明会を各地の

大学で行ったが、今年は現時点では設定が難しい状況）。 



 

③ （質問に答える形で）JET の募集選考は例年通り実施しており、予定通りであれば今夏

の渡日となる。 

 

 

   ≪配布資料≫ 

    【資料１】第 157 回 JUNBA 理事会議事要旨（案） 

      【資料２】個人会員入会申込書 

      【資料３】2022 年度理事会・総会予定 

      【資料４】2021 年度 JUNBA 活動計画表 

       

      次回理事会：2 月 24 日（木）16 時～（PST）、25 日（金）9 時～（JST） 


